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なと思っております。 
日曜日に駅のイオンの跡地で音楽祭がありま
した。結構な盛況で、僕ものぞきに行ったん
ですけど混んでいました。茂原の駅前は駐車
場が多く、何かできればなと思っていた中
で、そういうイベントが今年初めてありまし
た。僕は茂原商工会議所の青年部出身なんで
すけども、そこでも現役の青年部が店を出し
てやっていました。そういう取り組みが増え
てくればいいなと思います。また、7月は七
夕祭りがあります。七夕は今年も 2日間なん
ですけれども、ここにいるメンバーもいろん
な部会に入っていて、いろいろ揉んでいるみ
たいです。 
今日この後クラブ協議会があります。「ポー
ルハリスフェローについて」横堀会員にパワ
ーポイントを作成していただいてご説明いた
だきます。皆さんに承諾いただかないといけ
ないところもありますので、一応その流れを
横堀会員にお話いただいて進めていきたいと
思っております。 
僕の挨拶はこの辺にさせていただき、幹事報
告をさせていただきます。 
 
 
 
 
 
 
 

皆さん、こんにちは。台風 1号が発生して
こちらにも週末若干の影響があるようです。
雨量も多いようなので、また災害がおきると
困ってしまう事態になりますので、皆さん備
えの方を十分にしていただければなと思って
います。 
来月は 1人入会になる方がいて、その後も

順調に入会される方がいます。4名位ですか
ね、7月入会ということで内定している方が
いらっしゃいます。最終例会の時にその方達
全員に来ていただけるように、今お声かけを
しております。昨年は茂原ロータリーで 7人
位入ったっていう話ですが、今年はうちの方
も 5名増えます。 
このまま継続していろいろとやっていければ 
 
 

●地区（回覧） 
①ロータリー東日本大震災青年支援連絡協議
会より、「風の便り」Vol.9_No.10（通刊
115号） 

②国際ロータリー日本事務局クラブ・地区支
援室より、クラブ・地区支援室メッセージ 

③千葉南ロータリークラブ金親様より、「自
然共生サイト認定後援会」のご案内 

●例会案内（回覧） 
 特になし 
●会報受信（回覧） 
特になし 

●その他（回覧） 
特になし 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
                    
 
 
 
 
 
 

 
 
               

５月２８日例会    

 

会長挨拶        杉江 敏矢 会長 

 
 
  

 

 

 

 

 
                

                                                                     

 
  

 
 
                                               

幹事報告          
                                          

本日の例会プログラム 
 
令和６年６月４日      

 
（ロータリー親睦活動月間） 

 
 
点    鐘  杉江 敏矢 会長 
ソ ン グ 四つのテスト 

 
誕 生 祝  1名 （荒井会員） 
 
会長挨拶 杉江 敏矢 会長 

 幹事報告 居村龍二郎 幹事 
  
委員会報告 
ニコニコ 
 
内部卓話  正林 宏平 会員 

 
出席報告 担当委員会 
 

 
 

第 32 巻 通巻第 1402 号     第   44号   例会通回 第 1407 回 

★クラブ会報委員長 片岡 太     ★副委員長 横堀 喜一郎 

★ ゴードンＲ.マッキナリー RI 会長 
★ RID2790  鵜沢 和広  ガバナー 
★ 第7ｸﾞﾙ ﾌー゚ 諏訪 武士  ガバナー補佐 

 

ｸﾗﾌﾞ創立   1993.1.12 
例会日 毎週火曜日/点鐘 12:30  
例会場 茂原卸団地組合会館 
事務局 TEL 0475-26-1515 
     FAX 0475-26-1516 
 
Emailmobarach.rc@gmail.com 
http://mobarachuo₋rc.com 

mailto:mobarach.rc@gmail.com
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【クラブ協議会】   
 

＊ポールハリスフェロー 

について 

 
 

横堀喜一郎 
ロータリー財団委員長 
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出席報告 
例会日 会員 出席 M U 欠席 免除 出席率％ 

 5/28 26 16 4 4 2 83.34 

 5/14 26 18 3 3 2 87.50 

6月 行事予定 

6/04(火) 

理事会 11時 30分・移動例会「竹りん」 
誕生祝 1名（荒井会員） 
入会式：金丸 勝 様 
内部卓話：正林宏平 会員 

6/11(火) 
通常例会(卸商業団地会館協同組合) 
ロータリーの友勉強会 

6/14(金) 第７グループ家族親睦ゴルフ大会 

6/18(火) 
最終夜間移動例会  
・親睦ゴルフコンペ：ムーンレイク茂原 
・夜間例会：18時点鐘「竹りん」 

6/25(火) 休会（定款適用） 

・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・

＊・ 
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― 地区スローガン ― 

「Bring up Engagement エンゲージメントを育もう」 
 
 2024 年６月 

国際ロータリー第 2790 地区 
2023-24 年度 ガバナー 
鵜沢 和広 （千葉若潮 RC） 
 

ガバナー月信６月号に寄せて 
皆さんは「ロータリアンの木」のことは何となくご存じだと思います。ロータリアンを木に例えるならばその成長に
「親睦と学び」という養分は欠かせません。つまり、「親睦と学び」の中核である例会に出席し、クラブ会員とフェロ
ーシップを築きお互いに学び成長することです。ポール・ハリスは寂しかったからロータリークラブを作りました。た
だしポール達は一緒にお酒を飲むだけの友達が欲しかったのではありません。仕事への情熱や人生について語り合える
相手が欲しかったのです。そしてロータリーの理念を共有しお互いの価値観を理解できる相手と信頼関係を結び、お互
いに成長できるフェローが欲しかったのです。 
100 年前に RI の会長を務めた Guy Gundaker は“素晴らしい真のロータリアン”とは、「ロータリーで親睦と学びを通
じて成長し、事業、業界、そして社会の向上に貢献する人である。具体的には、親睦と学びの場である例会に必ず出席
し、ロータリーの歴史や伝統、価値や奉仕理念を学び、職業観や人生観を深め、奉仕の意欲を高め、奉仕の心を磨き、
事業経営、業界、社会に対する見識を広め、かつ向上発展に努め、何より寛容な心でロータリーの志を共にする者同士
の仲間意識を強め合いながら、自らの使命として世の中に貢献していくロータリアンである。」と説いています。どう
か皆さんも“素晴らしいロータリアン”を目指して親睦と学びを深めて行ってください。 
私にとってこの月信６月号がガバナーとして投稿する最後となります。私のガバナーへの道、そしてガバナー年度を通
してどんなエンゲージメントを育めたか振り返らせて頂きます。 
私の所属する千葉若潮 RC は 2024 年 5 月に創立 25 周年を迎えました。この創立 25 周年に向けてクラブが一丸となっ
て出来る事業は何かと考えたとき、思いついたのがガバナーホストクラブとなって地区をリードすることでした。地区
での委員長歴や 2019-20 年度にガバナー補佐を務めた経験から私がガバナーノミニーデジグネートに立候補することと
なり、クラブ会員全員の応援を受けてガバナーへの道を歩み始めました。初めてパストガバナーで構成される地区諮問
委員会に出席したときは、丁度地区グループ再編について紛糾している時でパストガバナーの皆さんが大変エキサイト
されている時でした。「怖いところに来てしまったなぁ」これが第一印象でした。あの時のガバナーノミニーであった
小倉 PDG と二人で何とか嵐が収まってくれないかと気をもんだものでした。漆原ガバナーの英断で嵐も収まり、梶原ガ
バナー年度が始まり今度は私もガバナーノミニーとしてガバナー年度へ向けての構想を練り、準備を始めることとなり
ました。地区運営の扇の要となる地区幹事長に大木英之さんを指名して、その他三大セミナーや地区大会、地区ゴルフ
大会の実行チームの編成と順調に推移しました。次は最も重要な、私の拠り所となって地区チームをけん引して下さる
地区研修リーダー（現地区ラーニングファシリテーター）の人選を考える時となります。私は、2018-19 年度に地区職
業奉仕委員長を拝命し、クラブで卓話をして廻った経験があります。その時の私の卓話のテーマは「理念と実践のバラ
ンス」でありました。その前年度にガバナーを務められた寺嶋哲生 PDG の地区スローガンが「理念と実践」であり、こ
の方の他には考えられないと柏の地へお願いに上がったのが思い出されます。寺嶋さんから快諾を頂きこれで準備万端
です。ノミニーとしての年度の４月にガバナー補佐の推薦の依頼を各クラブに対してお願いして、グループの総意を得
られたガバナー補佐予定者が出そろったのはエレクト年度の 8 月に入ってからでした。9 月に初顔合わせの懇親会を行
い、私は最初だったので肩に力が入りすぎて思うように気持ちを伝えきれなかったのですが、さすが寺嶋さんが皆さん
を納得させるお話をしてくださって良い顔合せが出来たと記憶しています。ガバナー補佐予定者の皆さんとは回を重ね
るごとに意思疎通が良くなり、私の思いを伝えられるようになりました。そして、私が目指したガバナー補佐同士の連
携もチーム制の導入でその成果が表れて来ました。次には各委員会の編成です。いろいろありましたが 12 月までに委
員会組織を纏めて地区諮問委員会で報告を済ませ、パストガバナーの皆さんに壮行会を開いて頂き翌１月の国際協議会
へ旅立ったのが昨日のことのように思われます。新型コロナの終息を願いつつフロリダ州オーランドでは同期のガバナ
ーエレクトと昼はセッションで白熱し、夜は時間を忘れてロータリー談議で盛り上がり、ガバナー年度に向けて心を一
つにして参りました。国際協議会終了後は三大セミナーでのお互いの健闘を祈りながら各地区へ戻って行きました。私
も帰国後早々に準備に取り掛かり、渡米前から温めていた地区スローガンを纏めて地区チームセミナーで発表し、同時
に国際協議会で会得した演台を使わないピンマイクでのプレゼン方式を取り入れて、私なりのパフォーマンスでアピー
ル出来たと自負しています。三大セミナーも回を経るごとに実行委員会チームや地区幹事団の結束とスキルが高まり盛
り上がって参りました。そしてとうとう待ちに待ったガバナー年度がスタートしました。私は 10 月の地区大会までは
クラブへの公式訪問は行わず、ガバナー補佐に積極的なクラブ支援をお願いしました。ガバナー補佐の皆さんはやる事
が多くて大変だったと思いますが、私に良く付き合って下さったと感謝しています。ガバナーとして最大のイベントで
あります地区大会は、韓国より元 RI 会長の李東建様が RI 会長代理としてご来会くださいました。日本の各地区からも
地域リーダーや同期ガバナーそしてパストガバナーが大勢いらっしゃり、会を盛り上げて下さいました。晩餐会でのジ
ョン・健・ヌッツォのテノールや、本会議での銚子電鉄竹本社長の笑いあり涙ありのご講演や、オールディーズで盛り
上がった大懇親会などに加え、名刺広告では多くのロータリアンが友情を発揮して下さいました。どれをとってもガバ
ナー冥利に尽きる夢のような地区大会でした。公式訪問はクラブ合同開催も有り 83 のクラブと 5 つのローターアクト
クラブに対して 66 回の訪問で終了しました。千葉若潮 RC のメンバーが代わる代わるメークアップで同行してくれて勇
気が湧きました。クラブ協議会は開催せず懇談会と例会での卓話という例年とは違うスタイルでしたが、クラブの皆さ
んが歓迎して下さったので素晴らしい思い出になりました。委員会の皆さんもそれぞれ活発に活動してくださり、各種
セミナーやプロジェクトの開催で地区を盛り上げて下さいました。親子三代夏祭りや RYLA セミナー、鋸山清掃や沖ノ
島プロジェクトをはじめラーニングセミナー、RLI セミナー、米山奨学会、青少年交換、インターアクト、ローターア
クト、ポーランド大使館夕食会、ポリオ根絶祈願チャリティーゴルフコンペ、パキスタンポリオチーム報告会、シンガ
ポール地区ナイト…等々すべての委員会が素晴らしい活動をしてくださりエンゲージメントを育むことが出来ました。
一年間私のメッセージを読んで頂いた皆様の温かな心に感謝を申し上げ、そして寄稿された皆様の文章の添削・校正を
して読みやすく愛される月信作りを目指された月信委員会メンバーの皆様のご努力を讃えつつガバナーの筆を置かせて
頂きます。 
・・・素晴らしい一年間をありがとうございました。・・・ 

（国際ロータリー第 2790 地区公式ホームページより、ガバナーメッセージ） 


